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2012年3月期 第1四半期 決算

トーカロ株式会社 【3433】

2011年7月29日【金】

さまざまな分野で活躍する溶射を中心とした各種表面改質の総合メーカー 1



2

神戸市東灘区深江北町4丁目13番4号■本社

会社データ会社データ

トーカロ株式会社トーカロ株式会社

溶溶 射射 T  DT  D PTAPTAZACZAC

：神戸市東灘区深江北町4丁目13番4号

：代表取締役社長 町垣 和夫

：1951年7月（東洋カロライジング工業）

： 26億5,882万3千円（2011年3月末現在）

：190億59百万円（2011年3月期）

35億10百万円（2011年3月期）

■本社

■代表者

■設立

■資本金

■売上高

■経常利益
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： 35億10百万円（2011年3月期）

： 19億20百万円（2011年3月期）

：溶射を中心とした表面改質

：663名（臨時従業員含2011年3月末、前期末比1名減）

■経常利益

■当期純利益

■事業内容

■従業員数

日本コーティングセンター株式会社日本コーティングセンター株式会社（（JCCJCC））日本コーティングセンター株式会社日本コーティングセンター株式会社（（JCCJCC））

■本社

■代表者

■設立

：神奈川県座間市小松原1-43-34

：代表取締役社長 山根 省三

：1985年4月1日

連結子会社データ連結子会社データ

PVDPVD

■資本金

■売上高

■経常損益

■当期損益

■事業内容

■従業員数

：50,000千円（2011年3月末現在、当社出資比率：100％）

：16億53百万円（2011年3月期）

： １億68百万円（2011年3月期）

： １億円（2011年3月期）

： PVD(物理蒸着法)処理を中心とする表面改質

： 136名(臨時従業員含2011年3月末、前期末比9名増）

注 ： 2004月9月9日付で当社子会社となりました。2006年5月1日に当住所に移転しました。

4

：广州市萝岗区永和镇禾丰二街9号511356

：北秋 廣幸 （トーカロ株式会社取締役営業副本部長）

：2005年4月

：4百万米ドル（2011年3月末現在）

：溶射を中心とした表面改質

：65名（2011年3月末現在）

■本社

■董事長

■設立

■資本金

■事業内容

■従業員数

溶溶 射射

東華隆（広州）表面改質技術有限公司東華隆（広州）表面改質技術有限公司東華隆（広州）表面改質技術有限公司東華隆（広州）表面改質技術有限公司 TOCALO & HAN TAI CO., LTD.TOCALO & HAN TAI CO., LTD.
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漢泰国際電子股份有限公司漢泰国際電子股份有限公司漢泰国際電子股份有限公司漢泰国際電子股份有限公司

■本社

■董事長

■設立

：台南市仁徳区一甲里忠義路134号

：三船 法行（トーカロ株式会社取締役製造副本部長)

：2011年６月

連結子会社データ連結子会社データ

溶溶 射射

TOCALO & HAN TAI TW CO., LTD.TOCALO & HAN TAI TW CO., LTD.

■資本金

■事業内容

：３億NT$

：半導体・液晶製造装置部品等への溶射・洗浄・

アルマイト等の表面改質加工

：江蘇省昆山市巴城鎮石牌東岳路58号■本社 溶溶 射射

東賀隆（昆山）電子有限公司東賀隆（昆山）電子有限公司東賀隆（昆山）電子有限公司東賀隆（昆山）電子有限公司 TOCALO & HANTAI（KUNSHAN） CO., LTD.TOCALO & HANTAI（KUNSHAN） CO., LTD.
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：黒木 信之 (トーカロ株式会社取締役海外準備室長)

：2011年５月

：５百万US$

：半導体・液晶製造装置部品のメンテナンスジョブを

主体とする表面改質加工

■董事長

■設立

■資本金

■事業内容

溶溶 射射

所在地： 宮城県黒川郡大郷町川内字南別所 2 番16 号
敷地面積： 10,728.96 ㎡
竣 平成 年 月

トピックス

宮城技術サービスセンター

竣工： 平成23年７月12日
設備投資額： 約７億円 （土地購入費用 1.75 億円）

事業内容： 表面改質加工の事業拠点

将来拡張構想図
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25,000 

30,000 30,000
沿革 【成長の軌跡】

売上
（百万円）

① ( 1958.  2 )金属溶射部門の研究開始
② ( 1960. 10 )溶射部門の本格営業開始
③ ( 1971.  3 )神戸工場にプラズマ溶射装置導入
④ ( 1987.  7 )明石工場にＶＰＳを導入
⑤ ( 1990 . 9)商品開発部を溶射技術開発研究所に改組

6 698

25,212

7,500

発 展 期創 生 期
経常利益
（百万円）

子会社

10,000 

15,000 

20,000 

10,000

20,000

⑥
⑦

⑧
⑨⑩

⑪

⑫

経常利益
（右軸）

売上高
（左軸）

⑥ ( 1996.10 )株式店頭公開
⑦ ( 1999.10 )外国企業からの買収攻勢を受ける
⑧ ( 2001. 1~3 )ＪＡＦＣＯ ＳＩＧが公開買い付け
⑨ ( 2001. 8 )ＪＡＦＣＯ ＳＩＧと合併、新会社発足
⑩ ( 2003.12 )東証二部再上場
⑪ ( 2004. 9 ) JCC（日本コーティングセンター）の全株取得
⑫ ( 2005. 3 ) 東証一部に指定替え

6,698

3,500

5,500

トーカロ

7

0 

5,000 

20002000199519951990199019801980 200520051985198519701970 1975197519601960 1965196519551955 （年）

（注1） 1990年度は決算期変更のため、9ヶ月決算 （注2） 2001年度は合併初年度の当社の実績数字に実質上の存続会社である旧トーカロ
の最終事業年度末日の翌日から合併期日の前日までの実績数字を合算して記載 （注3） 2005年度から連結決算（2005/3期のみＪＣＣ0.5年分）

①②
③

④

⑥

（1981. 9）
トーカロ株式会社に社名変更

（1951. 7）
東洋カロライジング設立

11/3

1,500

0

⑤

衝突粒子

溶射の原理

溶射のしくみ

溶射ガン

飛行中の溶融粒子

金 属
非金属

プラスチック
他

8
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表面改質

耐摩耗性の向上

耐食性 向上

顧客ニーズ 皮膜形成のメリット

耐久性の向上

省資源化

効率性のメリット

エコ社会への貢献

効率、機能、品質アップに

耐食性の向上

耐熱性の向上

電気絶縁性の付与

製品品質の向上

生産性の向上

省エネルギー化

省資源化

再利用

溶射の基本概念

9

酸化物セラミックス セラミックス皮膜

基材 溶射

鉄

電気絶縁性
耐 磨 耗 性

などの機能付与

鉄 鉄

機械的機能

数μｍの薄膜からｍｍ単位の厚膜までカバー

熱的機能 電気的機能 化学的機能

需要はあらゆる産業に

ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

航空 宇宙 原子力 医療

産業界のニーズ顧客ニーズに応じた
ソリューションの提供 省力化・省エネ化・高効率化

先端産業

航空・宇宙 原子力

石油化学 紙･パルプ 繊維

自動車 電力 造船 機械 ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾊﾞﾙﾌﾞ

医療

鉄鋼基幹産業

10
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様々な溶射適用例

鉄鋼分野 医療・生体部品

炉内ロール（ハースロール）
めっき浴中ロール
（シンクロール）

製紙分野 電力分野

イメージ図 イメージ図 イメージ図人工骨

ガスタービンガスタービン

溶射中 仕上げ後
製紙ロールへのＷＣサーメット溶射

イメージ図

イメージ図
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高速鉄道

電気絶縁ベ グ

溶射適用の一例 ①

新幹線トラクションモータ用

電気絶縁ベアリング

風力発電

風力発電（大型ベアリング） 12
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半導体製造半導体製造装置装置

溶射適用の一例 ②

デポシールド
イメージ図

半導体製造用エッチャー

イメージ図 13

2012年3月期 第1四半期決算
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（単位：百万円）

2011/3期 2012/3期 前年同期比増減

2012年3月期 第1四半期決算 損益計算書

1/四期 1/四期 金額 ％

売 上 高 5,500 5,533 32 0.6

営 業 利 益 961 1,070 109 11.4

経 常 利 益 980 1,119 139 14.1

15

税 引 前 利 益 968 1,117 149 15.4

四半期純利益 574 662 87 15.3
注：百万円未満の端数は切り捨てております。

単位：百万円

+152 1,119

2012年3月期 第1四半期決算 損益比較分析

9801,000

売 上
増加

減価償却費
減少

△50+26

その他
増加

+11

人件費
増加

16

2011/3 1/四期
経常利益

0

2012/3 1/四期
経常利益

+139百万円 14%増
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2012/3 2012/3 上期 2012/3 年度

（単位：百万円）

2012年3月期 第1四半期決算 進捗状況

1/四期 上期予想 達成率 年度予想 進捗率

売 上 高 5,533 10,127 54.6％ 21,300 26.0％

経 常 利 益 1,119 1,630 68.7％ 3,700 30.2％

17

四半期純利益 662 979 67.6％ 2,193 30.2％

注：百万円未満の端数は切り捨てております。

2011/3

1/四期

2012/3

1/四期

前年同期比増減

金額 ％

溶射 部

（単位：百万円）

2012年3月期 第1四半期決算 部門別売上高

溶射加工部門 4,619 4,539 △80 △1.7
半 導 体 ・ 液 晶 1,723 1,734 10 0.6
産 業 機 械 1,081 1,005 △75 △7.0
鉄 鋼 772 719 △52 △6.8
そ の 他 1,043 1,080 36 3.5

ＴＤ部門 197 215 18 9.4

18

ＺＡＣ部門 156 147 △8 △5.7
ＰＴＡ部門 91 107 15 17.1
その他 435 523 87 20.2
売上高合計 5,500 5,533 32 0.6
注：百万円未満の端数は切り捨てております。
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科目
2011年

6月30日

2011年

3月31日比 科目
2011年

6月30日

2011年

3月31日比

増減金額 増減金額

現預金 6 723 △446 仕入債務 2 405 267

（単位：百万円）

2012年3月期 第1四半期決算 貸借対照表

現預金 6,723 △446 仕入債務 2,405 267
売上債権 6,788 383 有利子負債 1,113 △61
棚卸資産 1,182 187 その他流動負債 2,775 △529
その他 389 △154 その他固定負債 1,273 △51
流動資産計 15,084 △29 負債合計 7,568 △375
有形固定資産 11,615 326 資本金 2,658 -
無形固定資産 603 212 資本剰余金 2 293

19

無形固定資産 603 212 資本剰余金 2,293 -
投資その他 467 △20 利益剰余金他 15,250 864
固定資産計 12,686 519 純資産合計 20,203 864

資産計 27,771 489 負債・純資産
計

27,771 489

注：当第１四半期から漢泰国際電子、東賀隆電子を連結の範囲に含めております。

注：百万円未満の端数は切り捨てております。

2012年3月期 計画概要
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2011/3 実績 2012/3 予想
前年同期比増減

金額 ％

売上高 21 114 21 300 186 0 9

(単位：百万円)

2012年3月期 業績予想

売上高 21,114 21,300 186 0.9
経常利益 3,625 3,700 75 2.1

当期純利益 2,178 2,193 15 0.7
1株当たり

当期純利益
143円36銭 144円29銭 ----- -----

21

配当金 / 年 40円 40円 ----- -----

注：百万円未満の端数は切り捨てております。

記念配当 5円

2011/3

実績

2012/3

予想

前年同期比増減

金額 ％

溶射 部

（単位：百万円）

2012年3月期 部門別売上高予想

溶射加工部門 17,130 16,690 △440 △2.6
半 導 体 ・ 液 晶 6,964 6,339 △625 △9.0
産 業 機 械 3,566 3,509 △57 △1.6
鉄 鋼 2,697 2,753 55 2.0
そ の 他 3,902 4,089 187 4.8

ＴＤ部門 852 741 △111 △13.0

22

ＺＡＣ部門 602 616 13 2.3
ＰＴＡ部門 429 451 22 5.2
その他 2,099 2,800 700 33.4
売上高合計 21,114 21,300 185 0.9
注：百万円未満の端数は切り捨てております。
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9,000 
10,000 

液晶分野

半導体分野

9,100

（単位：百万円）

半導体・液晶分野売上推移 (2002年3月～)

4,000 
5,000 
6,000 
7,000 
8,000 

4,527

5,116

2,116

1,137

半導体分野

6,969

5,181

1,787

6,832

2,268
7,232

3,232

5,839

1,657

7,142

5,843

1,299

1,134

4,792

6,339
859

6,964
1,020

23

0 
1,000 
2,000 
3,000 

1,418

315

2,216 3,390

5,116
4,182

3,658
5,4805,944

1,734

5,0005,000

（百万円）設備投資額（左軸）

減価償却費（右軸）

5,5005,500

3,0003,000

（百万円）

設備投資額及び減価償却額推移

1 0001 000

2,0002,000

3,0003,000

4,0004,000

500500

1,0001,000

1,5001,500

2,0002,000

24

（百万円）
決算期 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3

1Q
12/3

（予想）

設備投資額 2,383 1,813 1,001 1,661 209 2,000
減価償却費 1,765 2,360 1,982 1,712 368 1,853

00

1,0001,000

00

500500
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2,151 2,309 

3,000 

2012年3月期 有利子負債の推移

単位：百万円

2,151 

1,282 1,174 1,113 1,069 
1,000 

2,000 

25

0 
08/3 09/3 10/3 11/3

12/3
1Q

12/3
予想

2010/3

実績

2011/3

実績

2012/3

予想

2012年3月期 経営指標予想

売上高経常利益率 12.2％ 17.2％ 17.4％

ＲＯＥ 7.5％ 11.8％ 10.9％

ＲＯＡ 8.8％ 13.8％ 13.2％

自己資本 17 857百万円 19 302百万円 20 874百万円

26

自己資本 17,857百万円 19,302百万円 20,874百万円

自己資本比率 72.4％ 70.8％ 72.7％

ＲＯＥ=
当期純利益

(前期末株主資本＋当期末株主資本)／２ ＲＯＡ=
経常利益

(前期末総資本＋当期末総資本)／２
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（％）
（円 ）

（左座標） 40

45

50

50 

60 
配 当 額
（左軸） 配当性向

（右軸）

１株当たり配当額と配当性向の推移

（右座標）

15

20

25

30

35

10 

20 

30 

40 

27

（円）

（％）

100 

決 算 期 07/3 08/3 09/3 10/3 11/3 12/3
(予想)

配 当 額 45.00 45.00 45.00 30.00 45.00 40.00

配当性向 18.4 25.0 47.2 35.0 31.4 27.7

当社の特徴と強み
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約70名の営業スタッフが顧客の
個別ニーズを的確に捉え、提案営業を展開

三位一体型の事業展開

セールスエンジニア
の７０%は理工系出身者

提案営業

個別ニーズ

顧 客
三位一体

営 業

連携 連携

29

製 造 開 発連携

当社の特徴と強み

溶射を主業とした開発主導型企業溶射を主業とした開発主導型企業溶溶

営業・製造・開発の三位一体による全国展開営業・製造・開発の三位一体による全国展開

30

ハイエンド商品に注力した高収益体質ハイエンド商品に注力した高収益体質
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研究開発体制研究開発体制

全国 国公立

産学共同開発 共同開発・特許の共
同出願

全国 国公立
研究機関

全国20大学

大手企業30社

ビジネスの確保
他社との差別化

溶射技術開発研究所

31

基礎技術の共同開発 社内の三位一体開発 実用化技術の共同開発

競合他社が追いつけない技術格差と高い成長性を実現

+ +

当社が狙うマーケット

ハ
イ
エ
ン
ド

要
求
度
高
い

高
い

高
い

半導体・液晶
製造装置

環境・エネルギー
産業機械

機能フィルム

商
品
特
性

利
益
率

化学・窯業

伸線機・銅鉄線

ポンプ・バルブ

当社のターゲット当社のターゲット

参
入
障
壁

産業機械

製紙
鉄鋼

ロ
ー
エ
ン
ド

要
求
度
低
い 高い低い

低
い

現在の当社マーケット

一般的なジョブショップのマーケット
低
い

ポンプ バルブ

橋梁・構造物

市場成長性
32
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世界に展開する技術力世界に展開する技術力

大韓民国

ドイツ
Sulzer Metco Coatings

Band Zink

第一ウィンテック

大新メタライジング

台湾

中国/広東省・広州

アメリカ・アイダホ

漢泰科技

NxEdge

Band  Zink

中華人民共和国

トンファーロン

東 華 隆

中国/江蘇省・昆山

東 賀 隆

上海宝鋼工程技術集団有限公司

機械制造事業部（旧 宝山機械廠）

技術供与会社

子会社

中国/広東省・深圳

インド

Associated 
Thermal Spray

和勝金属

漢泰科技

漢泰国際電子
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国内の営業・生産体制

本社

神戸工場

明石工場

JCC関西営業所

神奈川営業所

北関東営業所

山梨営業所

東京工場

北九州工場

JCC北関東営業所

JCC西日本営業所
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水島工場
名古屋工場

静岡営業所

JCC本社,本社工場,
関東営業所

JCC一宮工場,
名古屋営業所

全国6工場に営業部員を配置

◆各地域で提案営業
◆地域密着型の事業展開



18
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業績予想に関する注意事項

業績予想は本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。

実際の業績は、今後さまざまな要因により予測数値と異なる結果となる可能性があります。

業績予想に関する注意事項

業績予想は本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通し・計画に基づく予測が含まれております。

実際の業績は、今後さまざまな要因により予測数値と異なる結果となる可能性があります。

36
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